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１．はじめに 

現在,高度経済成長期以降に建設されたコンクリー

ト構造物の大量更新時期が近づいていることから,今

後,維持・管理費用の増大が懸念されている.このことか

ら,維持管理システム向上に対し,施工に起因する初期

品質調査,部材ごとのコンクリート表層部の初期品質

を評価,検討を行い,要重点管理箇所の把握を行うこと

は今後の維持管理において重要であると考えられる.

本研究では,施工後２,３年経過したコンクリート構造

物において,簡易データを蓄積することを目的とし,目

視評価及び表層透気試験,反発強度試験を行い,部材ご

との表層品質の検討,評価を行った. 

 

２．対象構造物詳細 

対象構造物のコンクリート詳細を表-１,縦断図を

図-１に示す.今回調査を行った構造物は,青森県上北道

路に建設されたボックスカルバートである.第１ブロ

ック,第２ブロックと打設時期が異なることが確認さ

れたが,現場養生 28 日においての圧縮強度は同等程度

であることが確認された.また,第１ブロック,第２ブロ

ックを測定し,雨掛かりの無い側壁,雨掛りのある外壁

の評価を行った.測定箇所を写真-１に示す.地表面から

高さ 120cm を下面,地表面から高さ 280cm を上面とす

る.横幅の間隔においてはパネル一枚ごと（180cm）に

測定箇所を設けた.また,対面のブロックにおいても同

間隔で測定を行った. 

表-１ コンクリート詳細 

 

 

 

 

３．試験概要 

 各測定箇所において目視評価,反発強度試験(シュ

ミットハンマー),表層透気試験(トレント法)を行い,

表層品質を評価した.目視評価では,細田ら 1)が提案

する評価に従って,①沈みひび割れ,②表面気泡,③打

ち重ね線,④型枠継ぎ目の砂すじ,⑤面的な砂すじを

1～4 まで 0.5 刻みで評価を行った.さらに,本調査で

は，独自に⑥面的な微細ひび割れを評価した.反発強

度試験では,各測定箇所において 20 回行いその平均

値を反発強度とした.表層透気試験では,コンクリー

ト表面を磨き,アセトンで粉末を除去した後,測定を

行った. 

 

図-１ ボックスカルバート縦断図 

 

写真-１ 測定箇所 
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図-２ 目視評価 
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  図-３ 反発強度 
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図-４ 透気係数 
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４．試験結果 

４．１目視評価 

 目視評価結果図-２に示す.この結果から②表面気泡,

③打ち重ね線⑥面的な微細ひび割れにおいて全体的に

低いことが確認された.また,雨掛かりの有る外壁にお

いて,雨掛かりの無い側壁より全体的に目視評価点が

高いことが確認された.これは，脱型後の水掛かりによ

る，水和反応によるものだと考えられる． 

４．２反発強度試験 

 反発強度試験結果を図-３に示す.この結果から,各箇

所，反発強度の差は認めらなった．前述した目視評価

において，評価にバラつきが認められたことから，目

視評価と反発強度の相関は低いと考えられる． 

４．３表層透気試験 

表層透気試験結果を図-４に示す．この結果から，透気

係数が低い箇所は第2ブロック外壁>第1ブロック外壁

>第 2 ブロック側壁>第 1 ブロック側壁となった.また,

前述した目視評価の結果において,目視評価点が良か

ったものから表層透気係数が低くなっていることが確

認された.特に第 1ブロック側壁において微細ひび割れ

が影響していると考えられる. 

このことから,今後,対象構造物を維持・管理していく 

 

 

 

 

 

 

 

 

上での要重点管理箇所は第１ブロック側壁>第２ブ

ロック側壁>第１ブロック外壁>第２ブロック外壁で

あると考えられる. 

 

５．まとめ 

本研究は,初期品質の評価,要重点管理箇所の検討及

びデータの蓄積を行ったものである.調査結果から

以下の事が言える. 

（１）雨掛かりの有無により,脱型後の水和反応のよ

るコンクリート表層部の品質向上が認められた.こ

のことから,養生期間の更なる確保が重要である. 

（２）同一の構造物において,部材ごとの初期品質の

差が認められた.このことから，要重点管理箇所の把

握が可能であると考えられる． 

以上のことから，目視評価において，耐久性に関

連する透気係数においては，相関が認められた．目

視評価の向上においては，丁寧な打ち込み，締固め

およびブリーディング水の確実な処理が重要である． 
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